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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信システムにおけるチャネル品質インジケータ(CQI)報告のための方法において、
　前記方法は、
　CQI報告指令を確立し、前記報告指令は、さらにCQI報告のためのサブバンド特有の反復
ファクタの組を含むサブバンド特有の動的な報告パラメータの組を含み、
　前記CQI報告指令を伝え、
　前記報告指令にしたがってCQI報告を受信し、
　前記CQI報告指令を伝えることは、
　バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の無線基地局からのCQI
報告指令を第２の無線基地局へ伝え、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信することを含む、方法。
【請求項２】
　前記CQI報告指令を確立することは、無線通信パフォーマンスメトリクスの組を評価す
ることを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータは、CQI報告のためのチャネル状態、セク
タートラフィック要求、セクター負荷及びビット誤り率の少なくとも1つの変化があると
変化する請求項１記載の方法。
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【請求項４】
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有の報告周波数の組
を含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有のCQI報告品質レ
ベルの組を含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記CQI報告指令を伝えることは、ユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセー
ジ、ブロードキャストメッセージの少なくとも1つを送信することを含む請求項１記載の
方法。
【請求項７】
　現在の無線通信パフォーマンスを解析し、
　前記解析された通信パフォーマンスの少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を最適化
し、
　前記無線通信パフォーマンスは、セクタートラフィック負荷、他のセクター干渉、電力
スペクトル密度のうちの少なくとも1つを含む請求項１記載の方法。
【請求項８】
　現在の無線通信パフォーマンスを解析し、
　前記解析された通信パフォーマンスの少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を最適化
し、
　前記無線通信パフォーマンスは、バッファサイズ、パケット損失許容レート、遅れバジ
ェット、所定のデータレートのうちの少なくとも1つを含む請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記所定のデータレートは、ピークデータレート、平均データレート、最小保証データ
レートのうちの少なくとも1つを含む請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　現在の無線通信パフォーマンスを解析し、
　前記解析された通信パフォーマンスの少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を最適化
し、
　前記無線通信パフォーマンスは、スケジューリング技術を含む請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　CQI報告指令を生成するように構成されたプロセッサと、前記報告指令は、さらにCQI報
告のためのサブバンド特有の反復ファクタの組を含むサブバンド特有の動的な報告パラメ
ータの組を含み、前記CQI報告指令を送信し、前記報告指令に従ってCQI報告を受信し、
　前記プロセッサに接続されたメモリと
を具備し、
　前記CQI報告指令を送信することは、
　バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の無線基地局からのCQI
報告指令を第２の無線基地局へ伝え、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信することを含む、
無線通信装置。
【請求項１２】
　前記CQI報告指令を生成するために、前記プロセッサがさらに無線通信パフォーマンス
メトリクスの組を評価するように構成されている請求項１１記載の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記無線通信パフォーマンスメトリクスの組は、バッファサイズ、パケット損失許容レ
ート、遅れバジェット、ピークデータレートのうちの少なくとも１つを含み、前記所定の
データレートは、ピークデータレート、平均データレート、最小保証データレートのうち
の少なくとも1つを含む請求項１２記載の無線通信装置。
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【請求項１４】
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有の反復周波数の組
を含む請求項１２記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有のターゲットCQI
報告品質レベルの組を含む請求項１２記載の無線通信装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、さらに前記CQI報告指令を最適化するように構成されている請求項
１２記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　前記CQI報告指令を最適化するために、前記プロセッサは、さらに前記メモリに格納さ
れたCQI報告ポリシを利用するように構成されている請求項１２記載の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータは、CQI報告のためのチャネル状態、セク
タートラフィック要求、セクター負荷及びビット誤り率の少なくとも1つの変化があると
変化する請求項１２記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　少なくとも１つのコンピュータに、パフォーマンスメトリクスの組を評価させるコード
と、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記評価されたパフォーマンスメトリクスの組
の少なくとも一部に基づいて、CQI報告指令を生成させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、基地局でCQI報告指令を最適化させるコードと
、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記最適化されたCQI報告指令を送信させるコ
ードと
を具備し、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記最適化されたCQI報告指令を送信させるコ
ードは、
　バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の無線基地局からのCQI
報告指令を第２の無線基地局へ伝えさせ、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信させることをさらに含む、
コンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのコンピュータに、ユニキャストメッセージ、マルチキャストメッ
セージ、ブロードキャストメッセージの少なくとも1つを送信させるコードをさらに含む
請求項１９記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　通信パフォーマンスメトリクスの組を評価(assess)する手段と、
　前記評価された通信パフォーマンスメトリクスの組の少なくとも一部に基づいて、CQI
報告指令を生成する手段と、
　前記CQI報告指令を基地局で最適化する手段と、
　前記最適化されたCQI報告指令を送信する手段と
を具備し、
　前記最適化されたCQI報告指令を送信する手段は、
　バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の無線基地局からのCQI
報告指令を第２の無線基地局へ伝え、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信する、無線通信システムにおいて動作す
る装置。
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【請求項２２】
　前記CQI報告指令を送信する手段は、ユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセ
ージ、ブロードキャストメッセージの少なくとも1つで通信をする手段を含む請求項２１
記載の装置。
【請求項２３】
　CQI報告のためのサブバンド特有の反復ファクタの組を含むサブバンド特有の動的な報
告パラメータの組を含むCQI報告指令を受信し、
　前記受信したCQI報告指令に従って、CQI報告を生成し、
　前記生成されたCQI報告を伝送し、
　前記ＣＱＩ報告指令は、バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１
の無線基地局から第２の無線基地局へ伝えられ、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信する無線通信システムにおけるCQI報告の
ための方法。
【請求項２４】
　前記生成された報告の伝送は、制御チャネルにおけるT-ビットを送信することを含む請
求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　CQI報告のためのサブバンド特有の反復ファクタの組を含むサブバンド特有の動的な報
告パラメータの組を含むＣＱＩ報告指令を受信し、前記受信したＣＱＩ報告指令に従った
ＣＱＩ報告を生成し、前記生成された報告を伝達するように構成された少なくとも１つの
プロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリと
を具備し、
　前記ＣＱＩ報告指令は、バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１
の無線基地局から第２の無線基地局へ伝えられ、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信する、無線通信装置。
【請求項２６】
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有の報告周波数の組を含む請求項２５記
載の無線通信装置。
【請求項２７】
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有のCQI報告品質レベルの組を含む請求
項２５記載の無線通信装置。
【請求項２８】
　前記生成された報告を伝えるために、前記少なくとも１つのプロセッサが制御チャネル
におけるT-ビットを送信するように構成されている請求項２５記載の無線通信装置。
【請求項２９】
　少なくとも１つのコンピュータにCQI報告のためのサブバンド特有の反復ファクタの組
を含むサブバンド特有の動的な報告パラメータの組を含むCQI報告指令を受信させるコー
ドと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記受信したCQI報告指令に従って、CQI報告を生
成させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記CQI報告を送信させるコードと
を具備し、
　前記CQI報告指令は、バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の
無線基地局から第２の無線基地局へ伝えられ、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信する、コンピュータ読み取り可能な媒体
。
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【請求項３０】
　前記受信された報告指令は、サブバンド特有の報告周波数の組、又はCQI報告品質レベ
ルの少なくとも１つを含む請求項２９記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのコンピュータに無線通信パフォーマンスを解析させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記解析された通信パフォーマンスの少なくとも
一部に基づいて前記CQI報告指令を最適化させるコードと、
　前記解析された無線通信パフォーマンスは、バッファサイズ、パケット損失許容レート
、遅れバジェット、所定のデータレート、セクタスループットのうちの少なくとも一部を
含み、前記所定のデータレートは、ピークデータレート、平均データレート、最小保証デ
ータレートのうちの少なくとも1つを含む請求項２９記載のコンピュータ読み取り可能な
媒体。
【請求項３２】
　CQI報告のためのサブバンド特有の反復ファクタの組を含むサブバンド特有の動的な報
告パラメータの組を含むＣＱＩ報告指令を受信する手段と、
　前記受信したＣＱＩ報告指令に従ったＣＱＩ報告を生成する手段と、
　前記生成されたＣＱＩ報告を送信する手段と
を具備し、
　前記CQI報告指令は、バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の
無線基地局から第２の無線基地局へ伝えられ、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信する無線通信システムにおいて動作する
装置。
【請求項３３】
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有の報告周波数の組を含む請求項３２記
載の装置。
【請求項３４】
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、ＣＱＩ報告のサブバンド特有の反復ファクタの組を含
む請求項３２記載の装置。
【請求項３５】
　パフォーマンスメトリクスの組を解析する手段と、
　前記パフォーマンスメトリクスの組の少なくとも一部に基づいて、ＣＱＩ報告指令を最
適化する手段とを具備し、
　前記パフォーマンスメトリクスの組は、バッファサイズ、パケット損失許容レート、遅
れバジェット、ピークデータレートのうちの少なくとも１つを含み、所定のデータレート
はピークデータレート、平均データレート、最小保証データレートのうちの少なくとも1
つを含む請求項３２記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この特許出願は、2007年2月9日に出願され、題号「FLEXIBLE CHANNEL QUALITY INDICAT
OR REPORTING」である米国仮出願番号60/889,258の利益を要求する。この出願全体が参照
されることにより、明示的にここに組込まれる。
【０００２】
　明細書の主題は、一般的に、無線通信に関し、特に、無線システムにおけるチャネル状
態情報報告に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声、ビデオ、データなどのような様々なタイプの通信を提供す
るために広く開発されている。これらシステムは、1つ以上の基地局との複数の端末との
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同時通信を支援することができる多重アクセスシステムである。多重アクセス通信は利用
可能なシステムリソース(例えば帯域幅および送信パワー)の共有に依存する。多重アクセ
スシステムの例は、符号分割多重アクセス(ＣＤＭＡ)システム、時分割多重アクセス(TDM
A)システム、周波数分割多重アクセス(FDMA)システムおよび直交周波数分割多重アクセス
(OFDMA)システムを含む。
【０００４】
　無線システム(例えば多重アクセスシステム)における端末と基地局との間の通信は、フ
ォワードリンク及びリバースリンクで構成された無線リンク上の送信を通じて達成される
。このような通信リンクは、単一入力単一出力(SISO)、複数入力単一出力(MISO)あるいは
複数入力複数出力(MIMO)システムを介して確立される。MIMOシステムは、データ伝送のた
めの複数(NT)送信アンテナ及び複数(NR)受信アンテナをそれぞれ備える送信機及び受信機
からなる。SISOシステム及びMISOシステムはMIMOシステムの特定の実例である。NT個の送
信アンテナ及びNR個の受信アンテナによって形成されたMIMOチャネルはNV個の独立したチ
ャネルにデコンプレス(decompress)され、Nv≦min{NT,NR}の場合に、それらはさらに空間
チャネルと呼ばれる。NV個の独立したチャネルの各々は次元に対応する。複数の送信及び
受信アンテナによって作られる追加の次元が使用される場合、MIMOシステムは改善された
パフォーマンス(例えば、より高いスループット、より大きな容量、あるいは改善された
信頼性)を提供することができる。
【０００５】
　多くの利用可能な無線通信システムの特色にもかかわらず、無線装置の各システムオペ
レーションはチャネル品質インジケータ(CQI)フィードバックに依存する。様々なパフォ
ーマンスメトリクスのうちの1つを表わすことができるCQIへのアクセスは、典型的には、
通信リソース割り当てを容易にし、これらは基地局またはノードBにおけるスケジューラ
を介して一般的になされる。正確なCQI報告は、通信におけるその後の劣化とともに、過
度のオーバヘッド又は不適当な待ち時間(latency)に帰着する。例えば、遅れ感度、ゆっ
くり変化するチャネル要求高頻度CQI報告におけるオンラインゲーム又はパケット交換ビ
デオ電話通信のような高いレートのアプリケーションであり、これに対して、遅れ感度、
速く変化するチャネルにおいて実行される低感度アプリケーションは大きなCQI報告期間
を必要とする。したがって、ＣＱＩ報告待ち時間（－頻度を報告することによる制御され
たプライマリ）と、報告オーバヘッド（－報告された制御データの量によって大部分は決
定されてている）との間のトレードオフが存在する。従って、フレキシブルCQI報告の分
野において、無線システムにおける様々な通信シナリオを説明することができる必要性が
存在する。
【概要】
【０００６】
　以下は、開示された実施形態のいくつかの観点の基本的理解を提供するために示された
単純化された要約を示す。この要約は、このような実施の形態の観点の広範囲な概観でな
く、キー又は臨界のエレメントを意図するものではなく、輪郭を描くものでもない。その
目的は、後に提示されるより詳細な記述に対するプレリュードとして、開示された実施の
形態のいくつかのコンセプトを単純な形で提示することにある。
【０００７】
　主題であるイノベーションは、一般に、指令(directive)又はポリシを報告するフレキ
シブルチャネル品質インジケータ(CQI)を容易にするシステム及び方法を開示する。ある
観点では、無線通信システムにおけるチャネル品質インジケータ(CQI)報告のための方法
が開示され、前記方法は、CQI報告指令を確立し、前記報告指令はさらに、サブバンド固
有ダイナミック報告パラメータの組を含み、ＣＱＩ報告指令を伝達(convey)し、報告する
指令に従ってCQI報告を受信する。
【０００８】
　別の観点では、主題であるイノベーションは、CQI報告命令を生成し、前記報告指令は
さらに、サブバンド固有ダイナミック報告パラメータの組を含み、前記CQI報告命令を送
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信し、前記CQI報告命令に従ったCQI報告を受信するように構成されたプロセッサと、前記
プロセッサに接続されたメモリとを具備する無線通信装置、を開示する。
【０００９】
　また、別の観点では、少なくとも1つのコンピューターにパフォーマンスメトリクスの
組を評価させるコードと、前記少なくとも1つのコンピューターに前記パフォーマンスメ
トリクスの評価された組の少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を生成させるコードと
、前記少なくとも1つのコンピューターに前記CQI報告指令を送信させるコードとを含むコ
ンピュータ読み取り可能媒体を含むコンピュータプログラム製品、を開示する。
【００１０】
　また、別の観点では、無線通信システムにおいて動作する装置が開示され、前記装置は
、通信パフォーマンスメトリクスの組を評価する手段と、前記パフォーマンスメトリクス
の評価された組の少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を生成する手段と、前記CQI報告
指令を最適化する手段と、前記CQI報告指令を送信する手段とを具備する。
【００１１】
　また、別の観点では、無線通信システムにおけるＣＱＩ報告の方法であって、前記方法
は、ＣＱＩ報告ポリシを受信し、前記受信した報告ポリシに従ったＣＱＩ報告を生成し、
前記生成された報告を伝達することを具備する。
【００１２】
　また、別の観点では、イノベーションは、ＣＱＩ報告指令を受信し、前記受信したＣＱ
Ｉ報告指令に従ったＣＱＩ報告を生成し、前記生成された報告を伝達するように構成され
た少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリ
とを具備する無線通信装置を開示する。
【００１３】
　また、別の観点では、少なくとも１つのコンピュータにＣＱＩ報告ポリシを受信させる
コードと、前記少なくとも１つのコンピュータに前記受信した報告ポリシに従ったＣＱＩ
報告を生成させるコードと、前記少なくとも１つのコンピュータに前記ＣＱＩ報告を伝達
させるコードとを含むコンピュータ読取可能な媒体を具備するコンピュータプログラム製
品、が開示される。
【００１４】
　また、別の観点では、イノベーションは、無線通信システムにおいて動作する装置を開
示し、前記装置は、ＣＱＩ報告指令を受信する手段と、前記受信した報告指令に従ったＣ
ＱＩ報告を生成する手段と、生成されたＣＱＩ報告を伝達する手段とを具備する。
【００１５】
　前述の及び関連した目的の完成のために、1つ以上の実施形態は後に十分に述べられ、
請求項において特に指摘される特徴を有する。以下の記述及び添付図面が、ある一定の詳
細な図示可能な観点において明らかにされ、実施の形態の原則が採用されることができる
少しの種々の方法で示されることができる。他の利点及び新規な特徴は、図面と共に考慮
された場合に、次の詳細な記述から明らかになり、開示された実施の形態は、このような
観点及びそれらの均等物をすべて含むように意図される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図1は、複数のアンテナを備えたアクセスポイントがSIMO、SU-MIMO及びMU-MIMO
において動作する様々なアクセス端末と同時に通信することができる場合の多重アクセス
無線通信システムを示す。アクセスポイントはここにおいて開示されるフレキシブルCQI
報告を利用する。
【図２】図2は、本明細書において開示された観点に従うフレキシブルチャネル品質イン
ジケータ報告を利用する例示的なシステムを示す。
【図３】図3は、周波数選択スケジューリング(FSS)及び周波数ホップ又はインターリーブ
、スケジューリング(FHS)のフレキシブルサブバンド依存CQI報告を示す図である。
【図４Ａ】図４Ａは、フレキシブル報告周波数とともに並列巡回(cyclic)CQI報告を示す
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図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、フレキシブル報告周波数とともに並列巡回(cyclic)CQI報告を示す
図である。
【図５Ａ】図５Ａは、例示的な基地局を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、フレキシブル報告指令又はコンフィグレーションを推論し交渉(neg
otiate)する例示的なアクセス端末である。
【図６】図6は、本明細書に記述された観点を利用することができるMIMOオペレーション
におけるトランスミッタシステム及びレシーバーシステムの例示的な実施の形態のブロッ
ク図である。
【図７】図7は、例示的なMU-MIMOシステムを示すブロック図である。
【図８】図8は、本明細書に記述された観点に従うフレキシブルCQI報告メカニズムを利用
する例示的な方法のフローチャートを示す。
【図９】図9は、フレキシブルCQI報告メカニズムを利用する例示的な方法のフローチャー
トを示す。
【図１０】図10は本明細書において述べられる観点に従う報告指令又はコンフィグレーシ
ョンを最適化する例示的な方法のフローチャートである。
【図１１】図11は、ここに記述された観点に従うフレキシブルCQI報告を利用することを
可能にする例示的なシステムのブロック図を示す。
【図１２】図12は、ポリシベース、フレキシブル報告メカニズムに基づいてCQI報告を生
成し、ここに開示された観点に従ってCQI報告指令を最適化し、交渉(negotiate)する例示
的なシステムのブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　様々な実施形態が、図面に関して述べられ、同じ参照番号が、同じエレメントを参照す
るために通して使用される。以下の説明では、説明の目的のために、多くの特定の詳細が
1つ以上の実施の形態の完全な理解を提供するために述べられる。しかしながら、このよ
うな実施形態がこれら特定の詳細なしに実施できることは明白である。他の事例では、公
知の構造及び装置が1つ以上の実施形態について述べることを容易にするためにブロック
図で示される。
【００１８】
　本願において使用されているように、用語「コンポーネント」、「モジュール」、「シ
ステム」などは、コンピューター関連のエンティティ、ハードウェア及びファームウェア
のいずれか一方、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、又は実行中
のソフトウェアを参照することを意図する。
【００１９】
　例えば、コンポーネントは、これらに限られるものではないが、プロセッサー上で走る
プロセス、プロセッサー、オブジェクト、実行可能なオブジェクト、実行のスレッド、プ
ログラム及び/又はコンピューターである。図示の方法によって、計算装置上で動作する
アプリケーション及び計算装置の双方は、コンポーネントになりえる。1つ以上のコンポ
ーネントが実行のプロセス及び/又はスレッド内に存在することができ、コンポーネント
は1つのコンピューター及び/又は2台以上のコンピューター間で分配されてローカライズ
されてもよい。さらに、これらのコンポーネントは、その上に格納される各種データ構造
を有する種々のコンピューター読取り可能なメディアから実行することができる。コンポ
ーネントは、1つ以上のデータパケット(例えば、ローカルシステム、分散システム及び／
又は信号によってインターネットのようなネットワークを介して他のシステムと相互作用
する１つのコンポーネントからのデータ）を有する信号に従うようなローカル及び/又は
遠隔プロセスによって通信することができる。
【００２０】
　さらに、用語「又は(or)」は排他的な「又は」というよりも包括的な「又は」を意味す
る。すなわち、他に特定されない限り又は文脈から明瞭でない限り、「XはA又はBを使用
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する」は、どんな自然な包括的置換をも意味するように意図される。すなわち、XがAを使
用し、XがBを使用し、又はXがAとBの両方を使用する場合には、「XがA又はBを使用する」
は、先の実例のいずれの下で満たされる。また、この出願において使用される冠詞「a」
及び「an」及び添付したクレームは、一般的に、他に特定されない限り又は単数形式であ
ることが示される文脈から明らかでない限り、「１つ以上」を意味するように解釈される
。
【００２１】
　様々な実施形態が、無線端末に関連して述べられる。無線端末は、ユーザに音声及び/
又はデータ接続を提供する装置に関連する。無線端末は、ラップトップコンピューター又
はデスクトップコンピュータのような計算装置に接続されてもよく、また、携帯情報端末
(PDA)のような自己収容(self contained)装置でも良い。無線端末も、システム、加入者
ユニット、加入者局、移動局、移動端末、遠隔ステーション、アクセスポイント、遠隔端
末、アクセス端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザ装置、カスタマー構内設備
又はユーザ設備と呼ぶことができる。無線端末は、加入者局、無線装置、携帯電話、PCS
電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル(SIP)電話、無線ローカルループ(WLL)
ステーション、携帯情報端末(PDA)、無線接続能力を有するハンドヘルド装置又は無線モ
デムに接続された他の処理装置であっても良い。
【００２２】
　基地局は、無線端末と1つ以上のセクターを通して、エアーインターフェース上で通信
するアクセスネットワークにおける装置に関連しても良い。基地局は、無線端末とアクセ
スネットワークの残りとの間のルータとして動作してもよく、ネットワークは、受信エア
ーインターフェースフレームをIPパケットに変換することにより、インターネットプロト
コル(IP)ネットワークを含んでもよい。基地局は、さらにエアーインターフェースのため
の属性の管理を調整する。更に、様々な実施形態が基地局に関連して述べられる。基地局
は移動装置と通信するために利用され、アクセスポイント、ノードB、展開(evolved)ノー
ドB(eNodeB)又は他のある用語で参照されることができる。
【００２３】
　図面を参照すると、図1は、複数のアンテナ113-128を備えたアクセスポイント110が、
ここに開示された観点に従う動作のSIMO、SU-MIMO及びMU-MIMOモードにおける様々な移動
端末を同時にスケジュールし、これらと通信する場合の多重アクセス無線通信システム10
0を示している。動作モードは動的であり、アクセスポイント110は、各端末130-160及び1
701-1706の動作モードの再スケジュールを行なうことができる。さらに、アクセスポイン
ト110は、スケジュールされた動作における変化から生ずる変化動作状態に基づいて動的
に報告を調節する。図1は、動作(CQI報告を含む。)の動的な性質の観点からの端末とアン
テナの間の通信リンクのスナップショットを示す。図示のように、このような端末は静止
又は移動することができ、セル180の至る所に分散されることができる。ここで及び一般
的にこの分野において使用されるように、用語「セル」は基地局110及び/又は用語が使用
される文脈に依存するそのカバレッジ地理的エリア180に関連する。さらに、端末(例えば
130-160と1701-1706)は、いずれの所定の瞬間のどんな数の基地局(例えば示されたアクセ
スポイント110)又は基地局のない状態で通信できる。端末130は単一のアンテナを有する
ことに注目されるべきであり、したがって、端末130は実質的にSIMOモードにおいていつ
でも作動する。
【００２４】
　一般に、アクセスポイント110はNT≧１の送信アンテナを有する。アクセスポイント110
(AP)のアンテナは複数のアンテナグループとして示され、113と128とを含む１つ、116と1
19とを含む別のもの及び122と125とを含む追加的なものである。図1では、各アンテナグ
ループのために、より多く又はより少数のアンテナを利用することができるにもかかわら
ず、2本のアンテナが各アンテナグループのために示されている。図1に示されたスナップ
ショットでは、アンテナ125及び122がアクセス端末130に情報をフォワードリンク135FL上
で送信し、アクセス端末130から情報をリバースリンク135RL上で受信する場合に、アクセ
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ス端末(AT)は、アンテナ125及び122を使用するSIMO通信において動作する。端末160がSIS
Oにおいて動作するのに対して、移動端末140及び150は各々SU-MIMOモードでアンテナ119
及び116と通信する。MIMOチャネルは、各端末140、150、160と、アンテナ119及び116との
間で形成され、異なるFLs 145FL、155FL、165FL及び異なるRLs 145RL、155RL、165RLに導
く。さらに、図1のスナップショットでは、グループ185における端末とアクセスポイント
110におけるアンテナ128及び113との間の形成された複数のMIMOチャネルを有し、端末170

1-1706のグループ185は、MU-MIMOにおいてスケジュールされる。フォワードリンク175FL
及びリバースリンクRL 175RLは、端末1701-1706と基地局110との間に存在する複数のFLs
及びRLsを示す。更に、アクセスポイント110は移動局の異なるグループから又は異なるグ
ループへの通信を構成するためにOFDMAを使用する。セル180における異なる装置は、異な
るアプリケーションを実行することができることは明らかであり、従って、CQI報告は、
アクセスポイント110のオペレーターによって確立された報告ポリシに基づいて行われる
。
【００２５】
　ある観点では、LTEのような高度なシステムは、周波数分割デュプレクス(FDD)通信及び
時分割デュプレクス(TDD)通信の双方におけるMIMO動作を利用する。FDD通信では、リンク
135RL-175RLは、各リンク135FL-175FLとは異なった周波数帯を使用する。TDD通信では、
リンク135RL-175RL及び135FL-175FLは同じ周波数リソースを利用する。しかしながら、そ
のようなリソースは、フォワードリンク通信及びリバースリンク通信間の時間にわたり共
有される。
【００２６】
　他の観点では、システム100は、OFDMAに加えて、CDMA、TDMA、FDMA、単一キャリアFDMA
(SC-FDMA)、空間分割多重アクセス(SDMA)又は他の適切な多重アクセススキームのような
１つ以上の多重アクセススキームを利用してもよい。TDMAは時分割多重(TDM)を利用し、
異なる端末130-160及び1701-1706のための送信は異なるタイムインターバルにおいて送信
することにより直交する。FDMAは周波数分割多重(FDM)を利用し、異なる端末130-160及び
1701-1706のための送信は異なる周波数サブキャリアにおいて送信することにより直交さ
れる。例として、TDMA及びFDMAシステムはさらに符号分割多重(ＣＤＭ)を使用し、複数の
端末(例えば130-160と1701-1706)のための送信は、例え、このような送信が同じタイムイ
ンターバル又は周波数サブキャリアにおいて送られても異なる直交符号(例えばウォルシ
ュ－アダマール符号)を使用して直交されることができる。OFDMAは直交周波数分割多重(O
FDM)を利用し、SC-FDMAは単一キャリアFDMを利用する。OFDM及びSC-FDMは、システム帯域
幅を複数の直交サブキャリア(例えば、トーン、ビン...)へ分割することができ、各直交
サブキャリアは、データで変調される。一般的には、変調シンボルは、OFDMを備えた周波
数領域、及びSC-FDMを備えた時間ドメインで送られる。さらに又は択一的に、システムの
帯域幅は1つ以上の周波数キャリアに分割され、各周波数キャリアは1つ以上のサブキャリ
アを含むことができる。異なるキャリア又はサブバンド(例えば、トーンの組)は、異なる
端末又は異なるアプリケーションのために指定され又は予定される。システムデザインを
単純化するために、同質の(homogenous)トラフィックモデルがサブバンドの特定の組には
好ましく、サブバンドの組における各サブバンドにおける無視できる同質のトラフィック
を実質的に導くことができる。例として、残りのサブバンドが主に高データレートアプリ
ケーション(例えば、ファイル転送プロトコル(FTP))のためのターゲットとされるのに対
し、1つ以上のサブバンドがボイスオーバーIP(VoIP)トラフィックのみのために指定され
る。上に示されるように、サブバンドの特定の割り当てはトラフィックニーズの変化に応
じて動的に変化する。さらに、CQI報告指令は、さらにトラフィック変化に応じて動的に
変化する。サブバンド割り当ての動的な変化の追加的なソース及び関連するCQI報告は、
様々なトラフィックを１つのサブバンドへ混合する場合に、パフォーマンス(例えば、セ
クター又はセルスループット、データピークレート)利得又は損失から始めることができ
る。ここに記述されたCQI報告指令又はメカニズムは、一般的にOFDMAシステムのために述
べられ、ここで開示されたCQI報告指令は、同様に、多重アクセスで動作する任意の無線
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通信システムに実質的に適用できることは明らかである。
【００２７】
　さらなる観点では、システム100における基地局110及び端末120は、1つ以上の制御チャ
ネルを使用する信号(signaling)及び1つ以上のデータチャネルを使用するデータを通信す
る。システム100によって利用されたデータチャネルは、各データチャネルがいずれの時
間でも1つの端末のみによって使用されるように、アクティブな端末120に割り当てられる
ことができる。また、データチャネルは複数の端末120に割り当てられ、データチャネル
上にスーパインポーズされ、或いは直交的にスケジュールされる。システムリソースを保
存するために、システム100によって利用される制御チャネル(例えばCQIを報告するため
に)も、例えば、符号分割多重を使用して、複数の端末120間で共有される。ある例では、
周波数及び時間(例えば、ＣＤＭＡを使用して多重化されていないデータチャネル)におい
てのみ直交的に多重化されたデータチャネルは、対応する制御チャネルよりチャネル条件
及び受信機欠陥により直交性の損失を受けにくい。
【００２８】
　アンテナ又は通信するように設計されたエリア(例えば、トラフィック、又はCQI報告及
び他の制御データを送信し又は受信し)の各グループは、アクセスポイントのセクターと
しばしば呼ばれる。図1に示されるように、セクターは全セル180又はより小さな領域(図
示せず)である。一般的には、セクタライズされると、セル(例えば、セル180)は、単一の
アクセスポイント110によってカバーされるいくつかのセクター(示されない)を含む。こ
こに開示され、フレキシブルCQI報告に関連した種々の観点は、セクタライズされ及び／
又はセクタライズされないセルを有するシステムにおいて使用されることができることは
明らかである。更に、どんな数のセクタライズされ及び／又はセクタライズされていない
セルを有する全ての適切な無線通信ネットワークは、添付した請求項の観点に含まれるこ
とを意図するものである。簡単のために、ここに使用される用語「基地局」は、セルを扱
う局と同様に、セクタを扱う局の双方として参照される。以下の記述は、一般に、端末が
単純化のために1つのサービング(serving)アクセスポイント(例えば、110)と通信するシ
ステムに関係し、さらに、端末が実質的にどんな数のサービングアクセスポイントと通信
することができることが明らかである。
【００２９】
　フォワードリンク135FL-175FL上での通信において、アクセスポイント110の送信アンテ
ナは、異なるアクセス端末130-160及び1701-1706のためのフォワードリンクのSN比を改善
するためにビームフォーミング(例えば、SDMA通信を達成するため）を利用する。さらに
、そのカバレッジを通してランダムに分散されたアクセス端末へ送信するためにビームフ
ォーミングを使用するアクセスポイントは、その全てのアクセス端末へ単一のアンテナを
通して送信するアクセスポイントよりも少ない干渉が、隣接するセルにおける端末へのア
クセスを引き起こす。このような動作モードは、無線システム(例えば、システム100)に
おいて動作するアクセスポイント(例えば、AP 110)によって利用されるCQI報告ポリシに
組み入れることができる。
【００３０】
　さらに、基地局110はその一部であるいずれかのセル180のセルラーネットワークにおけ
る他のセル（図示せず）を扱う他の基地局とバックホール(backhaul)ネットワークを介し
て通信できる。このような通信は、セルラーネットワークバックボーン上で達成すること
ができる1対1通信であり、それらは、パケットベースのインターネットプロトコル(IP)と
同様のT-carrier/E-carrierリンク（例えば、T1/E1ライン）である。
【００３１】
　図2は、ポリシベースのフレキシブルチャネル品質インジケータを利用する例示的なシ
ステム200を示す。フレキシブルCQI報告を利用するために、システム200におけるノードB
 210は、例えばスケジューラ215を介するアクセス端末250のための特定ＣＱＩ報告指令２
４５である。このような指令は、CQIが決定されることになる周波数時間リソース(例えば
、ラジオフレーム又はラジオサブフレームの数のような、サブバンド及び報告間隔)を確
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立する。一般に、CQIは時間間隔Δｔにおけるシステム帯域幅Δｖの領域において決定さ
れる。例として、LTEシステムでは、CQIは、一般的にリソースブロックを通して報告され
る。CQI報告指令２４５は、さらにCQI報告のプロトコルを決定する。(i) 巡回報告。1組
の選択されたサブバンドのCQIが計算され、巡回的に報告され、順次オーバタイムとなる
。(ii) 並列報告。特定の時間間隔（例えば、送信時間間隔）内で複数の周波数リソース
のために1組のCQIが決定され、同時に伝えられる。さらに、報告指令245は、CQI報告周波
数(１/τ)又は、択一的にその逆数か、報告期間(τ)を伝える。報告周波数は、特定の周
波数－時間(Δｖ－Δｔ)リソース(例えば、リソースブロック)が送信されるレートを示す
。ある観点では、報告指令245がCQIが特定のサブバンドのために決定されることを確立(e
stablish)し、このようなサブバンドは、ノードB 210とアクセス端末250との間でのデー
タ通信に依存する特定の移動端末、又は特定のアプリケーションに割り当てられる。別の
観点では、報告指令245は、CQIが特定の移動局、例えば、無線リンクを通して商取り引き
を実行する株式仲買人、又は無線能力を備えた自動外科用メスを遠隔的に利用する手術を
行なう外科医などのようなデータ集約的なアプリケーションを利用するプレミアムユーザ
ーのために計算されることを確立する。別の観点では、報告指令245はセル詳細であるCQI
報告を考慮し、選択されたセルに特有の周波数タイプリソースに関連したチャネル品質イ
ンジケータが計算される。このようなシナリオにおいて、セルが実際に断片的な周波数再
使用を示すセクターである場合には、未使用の周波数領域(chunk)に関連付けられたCQI決
定が放棄され、指令が未使用の領域について１／τ＝０（例えば、報告なし）を設定する
。さらなる観点では、CQI報告指令245はシステム全体に渡る指令となり、例えば、CQI指
令は、ローカルエリア、チャネル中心ネットワーク(例えば、1/3再使用(例えば、ネット
ワークは11の利用可能なチャネルから3を利用する)を備えた無線IEEE 802.11b/gネットワ
ーク)の報告特徴を確立する。
【００３２】
　報告指令245はフォワードリンク(FL)245を通して運ばれ、スケジューラ215内に存在す
ることができるCQI報告コンフィグレーションコンポーネント218(示されない限り、コン
フィグレーションコンポーネント218として以下に参照される)によって構成される。ある
観点では、コンフィグレーションコンポーネント218は、スケジューラ215によって生成さ
れたリソーススケジューリング情報を利用する。スケジューラ215が周波数時間リソース(
例えば、物理的或いはバーチャルリソースブロック)、送信パワー、電力スペクトル密度(
PSD)、パケットフォーマット及びシステム帯域幅を割り当てることができることは明らか
である。ある観点においては、特定のサブバンド及び選択された時間間隔(例えばTTI、サ
ブフレーム、シンボル時間間隔)のために、コンフィグレーションコンポーネント218は、
プロセッサ225によって少なくとも一部がアシストされ、セクタ又はセルスループット、
送受信されたデータ又はトラフィックレートを決定し、リバースリンクオーバヘッド、ス
ケジュールされた電力又はPSDを含む電力利用をモニターすることを容易にする。さらに
、コンフィグレーションコンポーネント218は、決定されたCQIの反復ファクタを決定する
。CQI反復ファクタは、複数の報告期間にわたる特定の通信リソースのための決定されたC
QIの利用を通して端末でオーバヘッド処理を低減することを容易にする。反復ファクタが
帯域幅システムにおける各トーンについて特定であることが認識されるべきである。例と
して、ゆっくり変化するチャネル及び低データレートについては、画像表示のような誤り
許容アプリケーションについては、重要な反復が、移動局(例えば、アクセス端末250)の
ユーザーのためのサービス品質の満足をもたらす。しかしながら、ファイル転送アプリケ
ーションを実行する端末(例えば、ラップトップコンピューター)又は遠隔的に実行される
アプリケーションのグラフィカルインターフェースを描画するために端末として使用され
る端末は、CQIを通して端末で正確なチャネル記述を有するために、より小さな反復ファ
クタを要求する。
【００３３】
　さらに、MU-MIMOコンフィグレーションで動作する端末の組については、プレコーディ
ングマトリックス及びチャネル状態情報の知識は著しく通信を容易にすることができ、し
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たがって、このようなMIMO動作のためにスケジュールされたサブバンドについては、CQI
反復が実質的に小さい。しかしながら、制御処理よりもむしろトラフィック関連動作のた
めに使用することができる処理容量の観点から、特定のサブバンドのCQI反復ファクタの
利用が移動体におけるオーバヘッド処理を低減することができ、バッテリー消費の低減又
は増加するQoS(例えば、遅れバジェット、バッファサイズ、パケット損失レート、ピーク
データレート、最低保証データレート、平均データレートなどのような所定のデータレー
ト)が可能な結果となることが認識されるべきであり、CQI報告に関連したリバースリンク
オーバヘッドのレベルを実質的に保存する。
【００３４】
　CQI報告指令245は、メモリ235に格納され、たとえ、単一のコンポーネントとして図示
されていても、スケジューラ218において分散され、部分的に常駐することができる。さ
らに、コンフィグレーションコンポーネント218によって生成されるCQI報告指令245はポ
リシ格納221に格納されることができ、履歴データに基づいてCQI報告を構成するためにレ
ガシーコンポーネントとして利用されることができることが認識されるべきである。ポリ
シ格納221がスタンドアロンコンポーネントとして図示されているのに対して、そのコン
テンツの一部がメモリ235に格納されることができることが認識されるべきである。ポリ
シ格納221がバックホール(backhaul)通信を通して異なるアクセスポイントのために利用
できることに留意すべきである。アクセス端末250におけるメモリ275は、(受信した)CQI
報告指令245をさらに格納することに留意すべきである。
【００３５】
　プロセッサ225がノードB 210におけるコンポーネントの機能的なアクションの一部分、
又は実質的にすべてを行なうように構成されることに留意すべきである。ブロック図200
に示されるように、メモリ235はプロセッサ225に接続され、様々なデータ、指示、指令な
どを格納するために利用され、プロセッサ225の動作を容易にする。
【００３６】
　アクセス端末250は、少なくとも1つの物理的アンテナ又は仮想アンテナからRL285にお
けるCQI 278を送信する。CQIの実際の決定は当業者が認識できるものとして容易に実現さ
れることができる一方、報告されたCQI 239はCQI要求指令に従う。シンボルの受信した公
知のパイロットシーケンス(図示せず)に基づき、それはサービングアクセスポイント(例
えば、ノードB 210)によって送信される。様々なシーケンスが使用される。例えば、一定
の振幅ゼロ自己相関(CAZAC)シーケンス、擬似乱数符号又は擬似ノイズシーケンス、黄金
シーケンス、ウォルシュ－アダマールシーケンス、指数関数シーケンス、Golombシーケン
ス、ライスシーケンス、M-シーケンス又は一般化されたチャープ－ライク(Chirp-like)シ
ーケンス(GCL) (例えばZadoff-Chauシーケンス)である。ある観点では、CQI生成コンポー
ネント255は、動作の特定の多重アクセスモード(例えばCDMA、FDMA又はTDMA)に従って伝
送されるパイロット信号を受信し、CQIを決定する。CQIインデックスの決定の後、アクセ
ス端末250は、生成コンポーネント255を介して、例えば、LTE T=3又は5において、T-ビッ
トシーケンスから構成されることができるCQIチャネルを送信する。しかしながら、他の
値は、CQI報告が生成されるサブバンドに関連するRL 285オーバヘッドのようなパフォー
マンスメトリック又はサブバンドスループットに依存して利用される。CQIチャネル内容
、例えばCQI 278は一定の振幅ゼロ自己相関(CAZAC)シーケンスで変調され、又は1組の短
いスクランブルシーケンスでスクランブルされる。チャネル品質指示は、信号対干渉比、
信号対雑音比、信号対干渉及び雑音比などの少なくとも1つに基づく。通信のためのMIMO
に依存するシステムでは、移動局は、CQI 278の伝送のために物理的なアンテナ又は仮想
アンテナを使用するかを判断する。このような柔軟性は、必要である実際の情報がチャネ
ル品質指示の値なので、CQI 278がアクセス端末250で処理され／決定され、及びノードB 
210が物理的又は仮想的アンテナをＣＱＩ伝送のために使用するかの知識なしで済ますこ
とができることから生ずることが認識されるべきである。しかしながら、CQI 278は、適
切な復号電子回路を供給する検出コンポーネントを通して、ノードB 210において検出さ
れることができることが留意されるべきである(図6参照)。
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【００３７】
　プロセッサ265は、アクセス端末250におけるコンポーネントの機能的な動作の一部分又
は実質的に全てを行なうように構成されることに留意すべきである。ブロック図200に示
されるように、メモリ275はプロセッサ225に接続され、種々のデータ、指示、指令などを
格納し、プロセッサ265の動作を容易にするために利用される。
【００３８】
　図3は、周波数選択スケジューリング(FSS)及び周波数ホップ又はインターリーブスケジ
ューリング(FHS)のためのフレキシブルサブバンド依存CQIを示すブロック図300である。
ブロック図300において、報告期間Δt320にわたるシステムの帯域幅310は、M個の FSSチ
ャンク(chunks)3301～330M及び2つのFHSチャンクFHS 1 3401及びFHS 2 3402に分割される
。FHS周波数ブロック3401と3402は大きな帯域にわたりスペクトル的に隣接しないトーン
を有することができ、トーンがトラフィック及び制御パケットによって占められることが
できるのに対して、FSS周波数ブロック3301－330Mは、スケジュールされた(例えば、スケ
ジューラ215によってスケジュールされた)データ及び制御パケットによって占めることが
できるスペクトル的に隣接するサブキャリアを含む狭帯域ブロックである。図300に示さ
れた観点では、報告指令245は単一のCQIλ;S350λを確立し、FSSサブバンド330λ（λ＝
１，２,..., M)毎に報告される。さらに、図３００においては、各報告されたCQIλ;S340
λの報告周波数は、ωλ；Ｓ=1/τλ；Ｓである。報告周波数ω;λS340λは一般的に異な
ることが認識されるべきであり、それらの相対的な大きさは、図2に関して上に議論され
たようなCQI報告指令245において決定される。FHS 1 3401及びFHS 2 3402について、ダイ
アグラム300に図示された観点では、報告CQI周波数はω1;H=1/τ1;H3601及びω2;H=1/τ2

;H3602であり、このような周波数は、典型的には実質的に同じである。ダイアグラム300
が2つのそのようなブロックを図示しているとしても、2つ以上のFHS周波数ブロックのス
ケジューリングが可能であることに留意すべきである。
【００３９】
　図4Aは、フレキシブル報告周波数及びρ=1の反復ファクタを備えた3つのサブバンドの
並列CQI報告を示すブロック図400であり、決定されたCQI報告の100%が報告期間Δt３２０
毎に繰り返されることを示している。反復ファクタrが0≦ρ≦1であり、ρ=0ではCQI報告
の繰り返しが起こることはないことが認識される。１以外のρ値は（ダイアグラム４００
において示されている）、対象であるイノベーションによって予期される。ダイアグラム
410に示された観点において、サブバンドv=1についてのCQI1 4101の報告周波数ω1は、サ
ブバンドv=2についてのCQI24102の報告周波数ω2と等しい。一方、CQI3 4103の報告周波
数は、ω1及びω2と比較した場合の4の比率を表示する。そのような実例は、その報告の
待ち時間が報告CQI3 4103の待ち時間よりも４倍大きいのに対して、v=3のサブバンドにつ
いての報告が、v=1及びv=2の報告の４倍のオーバヘッドを招くことを示す。
【００４０】
　図4Bは、選択された異なるサブバンドで循環して伝送され、ダイアグラム410において
サブバンドv=1、2、3のCQI報告のための1の反復ファクタ及びフレキシブル報告周波数を
有する循環CQI報告を示すダイアグラム４５０である。報告周波数は実質的にダイアグラ
ム400のものと同じである。上述のように、反復ファクタは１つと異なることができる。
【００４１】
　図5Aは、報告指令又はポリシを推論し交渉(negotiate)する基地局の例示的な実施の形
態500を図示する。インテリジェントコンポーネント515は、通信上の現在及び履歴データ
、CQI報告パフォーマンスを集め、(1)CQI報告反復パラメータ (2) 報告されたCQIの許容
されたBER、アンテナコンフィグレーション (3)サーブ端末で実行される特定のアプリケ
ーション (4) トラフィック要求 (5) セル/セクター負荷 (6) ユーザーのタイプ(例えば
、データ集中ユーザー、待ち時間に感度なユーザー、アクティブの延長期間を有するユー
ザ又は散発的なユーザー、プレミアムユーザー、宣伝用のユーザーなど) (7) 天候及び地
理的な条件 (8) 春のセルの増加した葉、夏の雨、冬の豪雪などのような季節的な条件、
のようなオーバヘッドと報告待ち時間との間のトレードオフ及びＣＱＩ報告に影響を与え
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る種々の観点に従った最適化された報告指令を推論する。最適化された報告指令の推論は
、学習及び知識伝播を包含する他の高度な数学的アルゴリズムと同様に、入力情報(1)-(8
)の解析及びマルチエージェントモデリング又はゲーム理論の利用を少なくとも通じて行
なわれる。推論された最適な報告指令は、利用(例えば図2に関して議論された方法におい
て)又は交渉用のアクセス端末へ伝達される。指令の交渉はネゴシエーションコンポーネ
ント525によって行なわれ、最適化された指令を実行するようにスケジュールされた予想(
projected)通信リソースレベルと同様に、新しいCQI報告指令に基づいて、パフォーマン
スが予想(projected)されたアクセス端末に伝送する。
【００４２】
　ここで以前に使用されたように、かつ主題の明細書の他の部分において、用語「インテ
リジェンス」は、例えば、システムについての既存の情報に基づくシステムの現在又は将
来の状態についての結論を推論することについての結論を推論して(reason)、引き出す(d
raw)能力と関連する。人工知能は、特定の文脈又はアクションを識別し、又は人の介在な
しにシステムの特定の状態の確率分布を生成するために使用される。人工知能は、例えば
、システム上での利用可能なデータ(情報)の組のためのデシジョンツリー、ニューラルネ
ットワーク、回帰分析、クラスター分析、遺伝アルゴリズム及び補強学習などの高度な数
学的アルゴリズムに依存する。
【００４３】
　特に、負荷インジゲータ生成のポリシに関連して上述された種々の自動化の観点及びこ
こにおいて述べられた主題であるイノベーションに関連する他の自動化の観点を実施する
ために、AIコンポーネント(例えばコンポーネント320)は、データから学習し、そして、
モデルから推論を引き出す膨大な手法のうちの１つを使用することができ、モデルは、例
えば、隠れマルコフモデル(HMM)、関連するプロトタイプの依存モデル、ベイズネットワ
ークのような、より一般的な確率的なグラフィカルなモデルであって、例えば、ベイズモ
デルスコア又は近似を使用する構造探索、サポートベクトルマシン(SVM)のような線形分
類器、ニューラルネットワーク方法論、ファジー理論方法論及びデータフュージョンなど
を行なう他のアプローチのような非線形分類器によって生成される。
【００４４】
　図5Bは、CQI報告コンフィグレーションを推論し交渉する基地局の例示的な実施の形態5
50を図示する。インテリジェントコンポーネント565によって、アクセス端末560は、測定
又は外部からの受信のいずれかを通じて端末に利用可能なパフォーマンスメトリクス(例
えばCQI、他のセクター干渉、現在のバッファサイズ、キューされたトラフィックパケッ
ト、動作のMIMOモード、アンテナコンフィグレーションなど)に基づく最適なCQI報告コン
フィグレーションを推論する。マシン学習テクニックに基づいて、インテリジェントコン
ポーネント565は、アクセス端末の性能(例えば、バッテリーパワー、バッファ利用、処理
及び通信オーバヘッド、送信パワーなど)を最適化する最適な報告パターンを決定し、最
適化された報告パラメータの様々な組、すなわち、報告期間、調査されたサブバンドプロ
ファイル、CQI報告の反復などを含む。アクセス端末560は、実質的にネゴシエーションコ
ンポーネント525と同じ機能を備えたネゴシエーションコンポーネント575によって基地局
(例えばノードB 510)と最適化された報告コンフィグレーションを交渉する。移動端末(例
えばアクセス端末550)へのインテリジェントコンポーネント565の追加が、複雑さ、及び
処理オーバヘッドを増加し、最適なCQI報告コンフィグレーションの推論をすることの利
点がそのような複雑さに関連したコストを相殺することができることが認識されるべきで
ある。
【００４５】
　追加の複雑さに関して、マルチコアプロセッサー(例えばプロセッサ265)は、同時に移
動端末を操作する間に、AIコンポーネントを操作する計算上の要求を扱うために使用され
る。インテリジェントコンポーネント(例えばコンポーネント565)及びネゴシエーション
コンポーネント575の効率的な動作のためにプロセッサ265の代替の又は付加的なアーキテ
クチャを利用することができることが認識されるべきである。端末560によって実行され
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たアプリケーションに依存して、端末のディスプレイグラフィック処理ユニットはインテ
リジェントコンポーネントを操作するのに対して、電話におけるGUIは、低周波のディス
プレイリフレッシュの音声のみの通信かデータアプリケーションの場合のように、活動的
に利用されない。
【００４６】
　図6は、ここに述べられた1つ以上の観点に従う無線環境におけるセル(又はセクター)通
信を提供する複数入力複数出力(MIMO)システムにおける送信システム610(ノードB 210の
ような)及び受信システム650(例えばアクセス端末250)の実施の形態のブロック図600であ
る。送信システム610では、多くのデータストリームのトラフィックデータは、データソ
ース612から送信(TX)データプロセッサ614に提供される。実施の形態では、各データスト
リームはそれぞれの送信アンテナを通して送信される。TXデータプロセッサ614は、符号
化されたデータを提供するためにそのデータストリームについて選択された特定の符号化
スキームに基づいて、各データストリームのトラフィックデータをフォーマットし、符号
化し、インターリーブする。各データストリームの符号化されたデータは、OFDM技術を使
用してパイロットデータと多重化される。パイロットデータは、一般的には公知の手法で
処理される既知のデータパターンであり、チャネル反応を評価するために受信システムで
使用される。その後、各データストリームの多重化されたパイロット及び符号化されたの
データは、変調シンボルを提供するためにそのデータストリームについて選択された特定
の変調スキーム(例えば二位位相偏移変調(BPSK)、4位相偏移変調(QPSK)、複数の位相偏移
変調(M-PSK)又はM-直交振幅変調(M-QAM))に基づいて変調される(例えばシンボルのマップ
)。各データストリームのデータレート、符号化及び変調は、プロセッサ630によって実行
された指示によって決定され、この指示はデータと同様にメモリ632に格納される。
【００４７】
　その後、すべてのデータストリームの変調シンボルはTX MIMOプロセッサ620に供給され
、さらに変調シンボルが処理される(例えばOFDM)。次に、TX MIMOプロセッサ620はNT個の
トランシーバ(TMTR/RCVR)622A～622TにNT個の変調シンボルストリームを供給する。ある
実施の形態では、TX MIMOプロセッサ620は、ビームフォーミング(又はプレコーディング)
の重みをデータストリームのシンボル及びシンボルが送信されるアンテナに適用する。各
トランシーバ622は、1つ以上のアナログ信号を供給するためにそれぞれのシンボルストリ
ームを受信して処理し、さらに、MIMOチャネル上で送信にふさわしい変調された信号を供
給するためにアナログ信号を調整する(例えば、増幅し、フィルターし、アップコンバー
トする)。次に、トランシーバ622A～622TからのNT個の変調された信号は、NT個のアンテ
ナ6241～624Tからそれぞれ送信される。受信システム650では、送信された変調信号は、N

R個のアンテナ6521～652Rによって受信され、各アンテナ652からの受信信号は、それぞれ
のトランシーバ(RCVR/TMTR)654A～654Rに供給される。各トランシーバ6541～654Rはそれ
ぞれの受信信号を調整し(例えば、フィルターし、増幅し、ダウンコンバートし)、調整さ
れた信号をサンプルを提供するためにディジタル化し、さらに、対応する”受信”シンボ
ルストリームを提供するためにサンプルを処理する。
【００４８】
　次に、RXデータプロセッサ660は、NT個の”検出”されたシンボルストリームを供給す
るための特定の受信機処理技術に基づいて、NR個のトランシーバ6541～654RからのNR個の
受信シンボルストリームを受信し処理する。RXデータプロセッサ660は、その後データス
トリームのトラフィックデータを回復するために各検出されたシンボルストリームを復調
し、ディインタリーブし、復号する。RXデータプロセッサ660による処理は、送信システ
ム610のTX MIMOプロセッサ620及びTXデータプロセッサ614によって行なわれるものと相補
的である。プロセッサ670は、どのプレレコーディングマトリックスを使用するか周期的
に決定し、そのようなマトリックスがメモリ672に格納される。プロセッサ670は、マトリ
ックスインデックス部分及びランク値部分を含むリバースリンクメッセージを公式化する
。メモリ672は、プロセッサ670によって実行された時にリバースリンクメッセージの公式
化に帰着する命令を格納する。リバースリンクメッセージは、通信リンク又は受信データ
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ストリーム或いはこれらの組み合わせに関する様々なタイプの情報を含むことができる。
特に、そのような情報は、(CQI 279のような)チャネル品質インジケータ報告(s)、スケジ
ュールされたリソースを調整するためのオフセット又はリンク(又はチャネル)推定のため
の基準信号を知らせるオフセットを含むことができる。その後、リバースリンクメッセー
ジは、データソース636からの多くのデータストリームのトラフィックデータをも受信す
るTXデータプロセッサ638によって処理され、変調器680によって変調され、トランシーバ
654A～654Rによって調整され、送信システム610に送信されて戻される。
【００４９】
　送信システム610では、受信システム650からの変調された信号は、アンテナ6241-624T
によって受信され、トランシーバ622A-622Tによって調整され、復調器640によって復調さ
れ、受信システム650によって送信されたリザーブリンクメッセージを抽出するためにRX
データプロセッサ642によって処理される。プロセッサ630は、次に、ビームフォーミング
の重みを決定するために使用されるプレコーディングマトリックスのどのプレコーディン
グマトリクスを使用するか決めて、抽出されたメッセージを処理する。
【００５０】
　図１に関連して上述したように、受信機650は、受信機によって報告されたチャネル品
質インジケータの少なくとも一部分依存して、SIMO、SU-MIMO及びMU-MIMOにおいて動的に
動作するようにスケジュールできる。次に、これらの動作モードにおける通信が述べられ
る。SIMOモードにおいては、受信機(NR=1)での単一のアンテナが通信のために使用され、
したがって、SIMO動作は、SU-MIMOの特別のケースとして解釈されることに留意すべきで
ある。以前に示された図６に関連して述べられた動作のように、動作のシングルユーザー
MIMOモードは、単一の受信システム650が送信システム610と通信する場合に対応する。こ
のようなシステムでは、NT個のトランスミッタ6241-624T(さらにTXアンテナとして知られ
ている)及びNR受信機6521-652R(さらにRXアンテナとして知られている)は、無線通信のた
めのMIMOマトリックスチャネル(例えば遅い又は速いフェージングを有するレーリーチャ
ネル又はガウスチャネル)を形成する。上述のように、SU-MIMOチャネルは任意の複素数の
NR×NTマトリックスによって記述される。チャネルのランクは、NR×NTマトリックスの代
数のランクと等しく、空間－時間符号化又は空間－周波数符号化の観点から見ると、ラン
クはストリーム間干渉を与えることなしにSU-MIMOチャネル上で送られることができる独
立したデータストリーム(又はレイヤ)の数NV≦min{NT, NR}と等しい。
【００５１】
　ある観点では、SU-MIMOモードにおいて、トーンω、ＯＦＤＭで送信され／受信された
シンボルは、以下の式でモデル化することができる。
【００５２】
y(ω) = H(ω)c(ω) + n(ω)　(2)
　ここで、y(ω)は受信データストリームで、NR×1ベクトルである。H(ω)は、トーンω
、チャネル応答NR×NTマトリックスであり(例えば、時間依存のチャネル応答マトリック
スhのフーリエ変換)、c(ω)はNT×1出力シンボルベクトル、n(ω)はNR×1ノイズベクトル
(例えば付加的な白色Gaussianノイズ)である。プレコーディングはNV×1レイヤベクトル
をNT×1プレコーディング出力ベクトルに変換する。NVは送信機610によって送信されたデ
ータストリーム(レイヤ)の実数であり、NVは、チャネル状態(例えば、サービング(servin
g)アクセスポイントによって確立された報告アプローチに従うCQI報告)及び端末(例えば
受信機650)によるスケジューリング要求において報告されたランクの少なくとも一部に基
づいて、送信機(例えば、送信機610、ノードB 210又はアクセスポイント110)の裁量でス
ケジュールされる。c(ω)が少なくとも1つの多重化スキームの結果であり、送信機で適用
された少なくとも1つのプレコーディング(又はビームフォーミング)スキームであること
が認識されるべきである。さらに、c(ω)は電力利得マトリックスで畳み込まれることが
でき、各データストリームNVを送信するために割り当てる電力送信機610の量を決定する
。このような電力利得マトリックスが、報告されたCQIに、少なくとも一部が応答して、
サービングノードにおけるスケジューラを通して、端末(例えばアクセス端末250、受信機
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650又はUE 160)に割り当てられるリソースになりえることが認識されるべきである。
【００５３】
　上述のように、本観点によれば、端末の組(例えば移動装置1701-1706)のMU-MIMO動作は
、主題であるイノベーションの範囲内である。さらに、スケジュールされたMU-MIMO端末
は、SU-MIMO端末及びSIMO端末と共同で動作する。図7は、受信機650と実質的に同様の受
信機に埋め込まれる3つのAT 650P、650U及び650SがノードBの実施の形態である送信機610
と通信する複数のユーザーMIMOシステム700の例を示す。システム700の動作がサービング
アクセスポイント(例えば、110又は250)に存在するセントライズされたスケジューラによ
るサービスセル内のMU-MIMO動作においてスケジュールされた端末1701-1706のような実質
的に任意の無線装置のグループ(例えば185)の動作を表わしていることが認識されるべき
である。上述のように、送信機610はNT 個のTXアンテナ6241-624Tを有し、各ATは複数のR
Xアンテナを有する。すなわち、ATPはNP個のアンテナ6521-652Pを有し、APUはNU個のアン
テナ6521-652Uを有し、APSはNS個のアンテナ6521-652Sを有する。端末とアクセスポイン
トの間の通信はアップリンク715P、715U及び715Sによって達成される。同様に、ダウンリ
ンク710P、710U及び710Sは、ノードB 610と端末ATP、 ATU及びATSとの間のそれぞれの通
信を容易にする。さらに、各端末と基地局の間の通信は実質的に同じ手法によって、図６
において示され、そこで述べられた実質的に同じコンポーネントを通して実現される。
【００５４】
　端末は、アクセスポイント610(例えばセル180)によってサービスされるセル内の実質的
に異なる位置に配置される。したがって、各ユーザー設備650P、650U及び650Sはそれ自身
のランク(又は等価な特異値分解)を有する自身のMIMOマトリックスチャネルhα及び応答
マトリックスHα (α=P、U及びS)、それ自身の関連チャネル品質インジケータを有する。
基地局610によってサービスされたセルに存在する多くのユーザーにより、イントラ(intr
a)セル干渉が存在し、各端末650P、650U及び650Sによって報告されたCQI値に影響する。
その干渉は、特に伝えられたCQI報告の報告品質レベル(例えばBER)に影響する。ある観点
では、一旦報告品質レベルが特定のしきい値に達すると、1つ以上の端末のためのCQI報告
指令(例えば指令245)動的に修正される。しきい値は特定の報告されたサブバンドに依存
する。他の観点では、CQI報告の品質レベルの変化は、特定の報告劣化が検知される場合
に、ノードB 610により高いCQI送信パワーを割り付けるトリガとなる。
【００５５】
　図7において3つの端末が図示されたが、MU-MIMOシステムが各端末の下にインデックスk
で示された実質的に任意の数の端末(例えば、グループ185が6つの端末1701-1706を含む)
を含むことができることが認識されるべきである。種々の観点に従って、アクセス端末65
0P、650U及び650Sの各々はノードB 610にCQIを報告する。このような端末は、循環的な又
は並列的な報告アプローチを利用して、1つ以上のアンテナからのCQIを報告する。このよ
うな報告の周波数及びスペクトル特性は、例えば、サブバンドはノードB 610をサービン
グすることによって検出される。加えて、ノードB 610はSU-MIMO又はSISOのような動作の
異なるモードにおける各端末650P、650U及び650Sを動的に再スケジュールし、各端末の異
なるCQI報告指令を確立する。
【００５６】
　1つの観点では、トーンωで、ユーザｋについてのOFDMを備えた送信された又は受信し
たシンボルは、
yk(ω) = Hk(ω)ck(ω) + Hk(ω)Σ’cm(ω)+ nk(ω)　　 (3)
でモデル化される。ここで、シンボルは式(1)における同じ意味を有する。マルチユーザ
ーダイバーシティに起因して、ユーザーkによって受信した信号における他のユーザーの
干渉が、式(2)の左側における第2の用語でモデル化されることが認識されるべきである。
プライム(’)シンボルは、送信されたシンボルベクターckが合計から除外されることを示
す。シリーズにおける用語は、セルにおける他のユーザーに送信機(例えばアクセスポイ
ント250)によって送信されたシンボルのユーザーk (そのチャネル応答Hkを通して)による
受信を示す。
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【００５７】
　上に示され述べられた例示的なシステム及び関連する観点では、開示された主題に従っ
て実行されるフレキシブルチャネル品質インジケータ報告の方法が、図８、９、１０のフ
ローチャートを参照してより良く認識される。説明の単純化のために、方法がブロックの
一連のブロックとして示され、述べられているのに対して、ここで描かれ述べられたもの
と、いくつかのブロックは異なる順序でもよく、及び／又は他のブロックと同時であって
もよいので、要求された主題がブロックの数或いはオーダによって限定されるものではな
いことが理解され、認識される。さらに、全ての図示されたブロックは以下に記述された
方法を実行するために必要とされるとは限られない。ブロックに関連した機能性がソフト
ウェア、ハードウェア、それらの組合せ又は他の適切な手段(例えば装置、システム、プ
ロセス、コンポーネント...)によって実行されることが認識される。後に述べられ、主題
明細書を通して開示された方法が、このような方法を種々の装置に転送し、移すのを容易
にするために製品に格納されることできることがさらに理解されるべきである。当業者は
、方法が状態図のように一連の相関的な状態又はイベントとして択一的に表わすことがで
きることを理解し認識することが出来る。
【００５８】
　図8は、フレキシブルCQI報告メカニズム採用する例示的な方法800のフローチャートで
ある。動作810では、CQI報告指令(例えば指令245)が確立される。このような指令は、移
動端末(例えばアクセス端末250、SISO端末160など)によって実行されることができるCQI
報告の詳細についての情報を伝えることができる。CQI報告指令は、報告周波数の大きさ(
例えばCQI報告が端末によって伝えられるレート)及び巡回或いは並列な報告(例えば図4A
及び4B)のような報告プロトコルを示す。さらに、このような報告指令は、CQIが決定され
る一般的にサブバンドコンフィグレーション又は周波数時間リソースを含むことができる
。更に、報告CQIのフォーマットは報告指令によって知られており、CQI報告はT-ビットシ
ーケンスで決定される。ある観点では、CQI報告指令は、CQI報告コンフィグレーションコ
ンポーネントを通して、ノードBにおいて、スケジューラ(例えばスケジューラ215)によっ
て生成される。別の観点では、指令はポリシストア又はメモリ(それはスケジューラに存
在する)から抽出される。報告指令は、報告特徴を決定するためにサービング通信セル、
すなわちセクターに関連したパフォーマンスメトリックに依存することに留意すべきであ
る。さらに、報告指令は、CQI報告チャネルに関連したトラフィック負荷の変化に応じた
動的な変化、他のセクター干渉、バッファサイズ、サーブされた端末の動作のスケジュー
ルされたモード、許容報告ビット誤り率及び電力又は電力スペクトル密度であることがで
きることが認識されるべきである。
【００５９】
　動作820では、CQI報告指令が伝えられる。一般的には、報告指令は、特定のサーブされ
た(served)移動局に向けられ、したがって、指令が、端末特有のユニキャストメッセージ
において通信される。さらに又は択一的に、CQI報告指令は、複数のサーブされた移動端
末のために構成され、例えば、指令はセル特有であり、従って、指令は、それらのアクテ
ィブな組においてブロードキャスティングノードBを有する端末へブロードキャストされ
る。移動局の特定のグループのためのCQI報告指令(例えば指令245)を含むマルチキャスト
メッセージが伝送されることができることに留意すべきである。CQI報告指令が利用可能
な制御チャネル又は専用物理チャネルにおいて送信されることができることが認識される
べきである。更に、報告指令はシステムワイドであり、この場合には、報告指令はシステ
ムにおける実質的にすべての基地局によってサーブされる移動局に伝送されることができ
る。後の完成のため、CQI報告指令は最初に、バックホウルネットワーク通信を介して実
質的に全ての基地局と通信され、次に、このような通信を受信した各基地局からブロード
キャストされる。
【００６０】
　図9は、フレキシブルCQI報告メカニズムを利用する例示的な方法900のフローチャート
である。動作910では、CQI報告指令が受信される。例えば、このような受信された指令は
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、移動端末に特有であり、したがって、ユニキャスト通信を通じて受信され、それはLTE
かUMBのようなパケット切り替え無線ワークインフラストラクチャーにとって適切であり
、また、報告指令はセルワイドであることができ、したがって、ブロードキャストメッセ
ージを通して受信される。さらなる観点では、基地局が非サービスアクセスポイントであ
っても、CQI報告指令が移動端末のアクティブな組に含まれた基地局の組から受信される
ことが認識されるべきである。受信報告指令は、過度のCQI報告間の満足なトレードオフ
に達すること、その後の本質的なオーバヘッド及び指令を受信する移動局を通した無線通
信において使用される種々のアプリケーションのために満足なQoS(例えば、遅れバジェッ
ト、パケット損失許容レート、バッファサイズ及びピークレート及び最低保証レート又は
平均レートなどのような所定データパケットレート）を保存するための適切な周波数報告
を容易にする。動作920では、CQI報告は受信指令にしたがって生成される。一般的には、
受信した公知のパイロットシーケンスは、報告指令において確立されたようなCQIを抽出
するために処理され、サブバンド特有の組、異なるサブバンドに関連付けられた1つ以上
の報告期間及び報告時間間隔(例えば、TTI)、CQI報告の決定された許容可能な反復比、報
告されたCQIのための許容BER、CQI報告チャネル(例えば専用チャンネル)などに関連付け
られたシーケンス長を含むことができる。動作930では、生成されたCQI報告が伝えられる
。ある観点では、CQI報告は受信報告指令における要求(requirement)のフォーマットによ
って伝えられる。
【００６１】
　図10は、報告指令又はコンフィグレーションを最適化する例示的な方法1000のフローチ
ャートである。動作1010では、無線通信パフォーマンスが分析される。このようなパフォ
ーマンスは現在か過去のパフォーマンスであり、一般的には、分析を行なう特有のコンポ
ーネントに依存し、例えば、基地局はセクター又はセルのスループットを評価(evaluate)
し、セル負荷トラフィック、異なる無線装置からの制御要求、端末の組のために割り当て
られた電力又はPSDのようなスケジュールされたリソース、セル又はセクタにサーブされ
たアプリケーションの特有の組に配分された多くのサブバンド、通信のためにキューされ
た多くのパケットなどを評価(assess)する。また、アクセス端末は、利用可能なアンテナ
及び関連するCQIに基づいたパフォーマンス、他のセクター干渉、通信電力、現在のスケ
ジュールされた変調レート及びパケットフォーマット、現在のバッファサイズなどを評価
する。通信パフォーマンスに関する履歴データは特別なメモリ(例えばメモリ235又は275)
から検索される。
【００６２】
　動作1020では、最適な報告指令又はコンフィグレーションが現在の無線通信パフォーマ
ンスに基づいて推論される。推論は、パフォーマンスメトリクス、関連するCQI報告指令
又はコンフィグレーションに関して特別なメモリ(例えばメモリ235又は275)に格納された
履歴データに基づく。ある観点では、基地局については、ポリシ格納(例えば、ストア221
に格納された履歴データは、基地局のパフォーマンスを最適化する報告指令を学習し評価
するためにトレーニング及び評価データとして利用される。無線チャネル、システム負荷
、他のセクター干渉、利用された電力などにおける動的な変化は、監督された又は監督さ
れていない学習について活用されることができるデータの財産となる。機械学習、関連す
る方法及びアルゴリズムはローカルのプロセッサ(例えばプロセッサ225又は265)を通して
実行される。さらに、デシジョンツリー及び意思決定のための他のフォーマルな命令が無
線システムにおけるコンポーネント間で伝えることができることが認識されるべきであり
、例えば、感度遅れの端末をサーブするセルの報告周波数とオーバヘッドとの間のトレー
ドオフを最適化するデシジョンツリーは、バックホウルネットワークを通って実質的にす
べての構成された基地局と通信することができる。同様に、オペレーターは、移動体加入
者に端末のプロセッサにおいて実行することができる特定の意思決定を伝えることができ
る。
【００６３】
　動作1030では、最適な報告指令或いはコンフィグレーションが交渉される。交渉は、指
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令のための反対の提案(counter proposal)を受信するために報告指令を通信することを含
み、このような提案は、交渉パーティの性能制約に適応するために、伝えられた交渉指令
のための調整を含むことができる。ある観点では、このような通信は個別制御チャネルを
利用して、エアーインターフェース上で達成される。さらに、交渉するパーティーによっ
て、特有のコンポーネントであってもよく、従って、ユニキャストによって伝えられても
よく、グループ特有であることもでき、従って、マルチキャストを介して送信されても良
く、通信は総括的なものでもよく、従って、無線システム全体にわたりブロードキャスト
されてもよい。
【００６４】
　次に、図１１及び図１２に関連して、開示された主題の観点を可能にする例示的なシス
テムが述べられる。このようなシステムは機能ブロックを含むことができ、機能ブロック
はプロセッサ、電子機器、ソフトウェア又はこれらの組み合わせ(例えばファームウェア)
によって実現される機能を示す。
【００６５】
　図11は、ここに開示された観点に従うフレキシブルCQI報告を利用可能にする例示的な
システム1100のブロック図を示す。システム1100は、基地局(例えばノードB 210)内に少
なくとも部分的に存在する。システム1100は、関連して動作する電子コンポーネントの論
理グループ1110を含む。ある観点においては、論理グループ1110は、通信パフォーマンス
メトリクスの組の評価のための電子コンポーネント1115、評価されたパフォーマンスメト
リクスの組に少なくとも一部分基づいた、CQI報告指令を生成する電子コンポーネント112
5、評価されたパフォーマンスメトリクスの組の少なくとも一部に基づくCQI報告指令を生
成する電子コンポーネント1135及びCQIを報告指令を最適する電子コンポーネント1145を
含む。さらに、システム1100はCQIを報告指令の送信のための電子コンポーネント1155を
含むことができる。さらに、電子グループ1110は、ユニキャストメッセージ、マルチキャ
ストメッセージ又はブロードキャストメッセージの少なくとも1つの通信のために電子コ
ンポーネント1165を含むことができる。
【００６６】
　システム1100は、このような機能の実行中に生成される測定され又は計算されたデータ
と同様に、さらに電気コンポーネント1115、1125、1135、1145及び1155に関連付けられた
機能を実行するための命令を保持するメモリ1160を含むことができる。メモリ1160の外側
にあることとして示したが、１つ以上の電子コンポーネント1115、1125、1135、1145及び
1155が、メモリ1160内に存在することができることが理解される。
【００６７】
　図12は、ポリシベースのフレキシブル報告メカニズムに基づくCQI報告を生成する例示
的なシステム1200のブロック図を示す。システム1200は少なくともアクセス端末(例えば
アクセス端末250)内に部分的に存在する。システム1200は関連して動作する電子コンポー
ネントの論理グループ1210を含む。ある観点においては、論理グループ1210はCQI報告指
令を受信する電子コンポーネント1215、受信した報告指令に従うCQI報告を生成する電子
コンポーネント1225及び生成されたCQI報告を送信する電子コンポーネント1235を含む。
さらに、電子グループ1210は、パフォーマンスメトリクスの組を解析する電子コンポーネ
ント1245、パフォーマンスメトリクスの組の少なくとも一部に基づくCQI報告ポリシを最
適化する電子コンポーネント1255及び最適化されたCQI報告指令を交渉する電子コンポー
ネント1265を含む。
【００６８】
　システム1200は、さらに、このような機能の実行中に生成される測定され又は計算され
たデータと同様に、電気部品1215、1225、1235、1245、1255及び1265に関連付けられた機
能を実行する命令を保持するメモリ1270を含む。メモリ1270の外側にあることを示したが
、１つ以上の電子コンポーネント1215、1225、1235、1245、1255及び1265が、メモリ1270
に存在することができることが理解される。
【００６９】
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　ソフトウェア実装については、ここに開示された技術は、ここに開示された機能を行な
うモジュール(例えば手順、機能など)で実装されてもよい。ソフトウェアコードはメモリ
ユニットに格納され、プロセッサーによって実行されてもよい。メモリユニットはプロセ
ッサー内又はプロセッサ外で実装され、この場合において、メモリユニットは公知の種々
の手段でプロセッサに通信可能に接続される。
【００７０】
　ここに開示された種々の観点又は特徴は、標準プログラミング及び/又はエンジニアリ
ング技術を使用する方法、装置、製造の製品としてインプリメントされてもよい。ここに
使用される用語「製造の製品」は、任意のコンピュータ読み取り可能な装置、キャリア又
はメディアからアクセス可能なコンピュータプログラムを包含することを意図する。例え
ば、コンピューター読取り可能なメディアは、磁気記憶装置(例えばハードディスク、フ
ロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップなど)、光ディスク(例えばコンパクトデ
ィスク(CD)、ディジタル汎用ディスク(DVD)など)、スマートカード及びフラッシュメモリ
装置(例えばEPROM、カードスティック、キー装置)を含むが、これらに制限されるもので
はない。さらに、ここに開示された様々な記憶媒体は、情報を格納する1つ以上の装置及
び/又は他の機械読み取り可能な媒体を表わすことができる。用語「機械読み取り可能な
媒体」は、命令及び／又はデータを格納し、含み及び／又は運ぶことができる無線チャネ
ル及び種々の他の媒体を含み、また、これに限定されるものではない。
【００７１】
　ここに使用されたように、用語「プロセッサ」は古典的なアーキテクチャ又は量子コン
ピューターを参照できる。古典的なアーキテクチャは、単一のコアプロセッサ、ソフトウ
ェアマルチスレッド実行能力を備えたシングルプロセッサ、マルチコアプロセッサー、ソ
フトウェアマルチスレッド実行能力を備えたマルチコアプロセッサー、ハードウェアマル
チスレッド技術を備えたマルチコアプロセッサー、並列プラットフォーム及び分散共有メ
モリを備えた並列プラットフォームを含むが、これに限定されるものではない。さらに、
プロセッサは、ここに開示された機能を行なうために設計された集積回路、特定用途向け
IC(ASIC)、デジタル信号プロセッサ(DSP)、フィールドプログラマブルゲートアレー(FPGA
)、プログラマブルロジックコントローラ(PLC)、コンプレックスプログラマブルロジック
装置(CPLD)、ディスクリートゲート又はトランジスターロジック、ディスクリートハード
ウェアコンポーネント又はこれらの組み合わせを参照できる。量子コンピューターアーキ
テクチャは、ゲート又は自己組み立て(self-assembled)量子ドット、量子核磁気共鳴プラ
ットフォーム、超伝導を示す量子ジョセフソン接合などに埋め込まれた量子ビットに基づ
くものでも良い。プロセッサは、スペース使用法を最適化又はユーザー設備の性能を増強
するために分子及び量子ドットベーストランジスタのようなナノスケールアーキテクチャ
を使用してもよく、また、これに限られるものではない。プロセッサは、さらに計算装置
の組み合わせ（例えばDSPとマイクロプロセッサーの組合せ）、複数のマイクロプロセッ
サー、１つ以上のDSPコア又は他のこのようなコンフィグレーションと協力する1つ以上の
マイクロプロセッサーであってもよい。
【００７２】
　更に、主題明細書では、用語「メモリ」はイメージ格納、デジタル音楽及びビデオ格納
、チャート及びデータベースのようなデータ格納、アルゴリズム格納及び他の情報格納を
参照できるが、これに限られるものでない。ここに開示されたメモリコンポーネントは、
揮発性メモリ又は不揮発性メモリーのいずれであってもよく、揮発性及び不揮発性メモリ
ーの両方を含むことができることが認識される。図示による方法によって、これに限定さ
れるものではないが、不揮発性メモリーは読み取り専用メモリ(ROM)、PROM、EPROM、EEPR
OM又はフラッシュメモリーを含むことができる。揮発性メモリはランダムアクセスメモリ
(RAM)を含むことができ、外部キャッシュメモリとして動作する。図示による方法によっ
て、これに限定されるものではないが、RAMは、シンクロナスRAM(SRAM)、ダイナミックRA
M(DRAM)、シンクロナスDRAM(SDRAM)、ダブルデータレートSDRAM(DDR SDRAM)、エンハンス
ドSDRAM(ESDRAM)、同期リンクDRAM(SLDRAM)及びダイレクトラムバスRAM(DRRAM)のような
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多くの形式で利用可能である。さらに、ここにおけるシステム及び/又は方法の開示され
たメモリコンポーネントは、これに限られるものではなく、これら及び他の適切なタイプ
のメモリを含むように意図される。
【００７３】
　上述のことは、1つ以上の実施形態の例を含む。前述の実施形態を述べる目的のための
コンポーネント又は方法のすべての考えられる組合せについてはもちろん記述することが
できないが、当該分野における当業者は多くのさらなる組み合わせ及び様々な実施形態の
変更が可能であることが認識できる。従って、開示された実施形態は、添付された請求項
の精神及び観点の範囲内のこのような変更、修正及び変化をすべて包含することを意図す
る。さらに、用語「含む(include, including)」、「所有し(posses, possessing)」又は
これらの変形が詳細な記述又は請求項のいずれか一方において使用されることの範囲につ
いて、このような用語は、用語「含む」が請求項における遷移用語(transitional word)
として使用される場合に、「含む」が解釈されるように、用語「含む」と同様に包括的で
あることを意図する。
　以下の記載は、実質的に出願当初の特許請求の範囲の記載と一致するものである。
　　［１］　無線通信システムにおけるチャネル品質インジケータ(CQI)報告のための方
法において、
　前記方法は、
　CQI報告指令を確立し、前記報告指令は、さらにサブバンド特有の動的な報告パラメー
タの組を含み、
　前記CQI報告指令を伝え、
　前記報告指令にしたがってCQI報告を受信する方法。
　　［２］
　前記CQI報告指令を確立することは、無線通信パフォーマンスメトリクスの組を評価す
ることを含む［１］記載の方法。
　　［３］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータは、CQI報告のためのチャネル状態、セク
タートラフィック要求、セクター負荷及びビット誤り率の少なくとも1つの変化があると
変化する［１］記載の方法。
　　［４］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有の報告周波数の組
を含む［１］記載の方法。
　　［５］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、CQI報告のためのサブバンド特有
の反復ファクタの組を含む［１］記載の方法。
　　［６］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有のCQI報告ターゲ
ット品質レベルの組を含む［１］記載の方法。
　　［７］
　前記CQI報告指令を伝えることは、ユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセー
ジ、ブロードキャストメッセージの少なくとも1つを送信することを含む［１］記載の方
法。
　　［８］
　前記CQI報告指令を伝えることは、
バックホウル（backhaul）ネットワーク通信を利用して、第１の無線基地局からのCQI報
告指令を第２の無線基地局へ伝え、
　前記第2の無線基地局からユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセージ、ブロ
ードキャストメッセージの少なくとも1つを送信することをさらに含む［１］記載の方法
。
　　［９］
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　現在の無線通信パフォーマンスを解析し、
　前記解析された通信パフォーマンスの少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を最適化
し、
　前記最適化されたCQI報告指令を交渉することをさらに含む［１］記載の方法。
　　［１０］
　前記無線通信パフォーマンスは、セクタートラフィック負荷、他のセクター干渉、電力
スペクトル密度のうちの少なくとも1つを含む［９］記載の方法。
　　［１１］
　前記無線通信パフォーマンスは、バッファサイズ、パケット損失許容レート、遅れバジ
ェット、所定のデータレートのうちの少なくとも1つを含む［９］記載の方法。
　　［１２］
　前記所定のデータレートは、ピークデータレート、平均データレート、最小保証データ
レートのうちの少なくとも1つを含む［１１］記載の方法。
　　［１３］
　前記無線通信パフォーマンスは、スケジューリング技術を含む［９］記載の方法。
　　［１４］
　　CQI報告指令を生成するように構成されたプロセッサと、前記報告指令は、さらにサ
ブバンド特有の動的な報告パラメータの組を含み、前記CQI報告指令を送信し、前記報告
指令に従ってCQI報告を受信し、
　前記プロセッサに接続されたメモリと
を具備する無線通信装置。
　　［１５］
　前記CQI報告指令を生成するために、前記プロセッサがさらに無線通信パフォーマンス
メトリクスの組を評価するように構成されている［１４］記載の無線通信装置。
　　［１６］
　前記無線通信パフォーマンスメトリクスの組は、バッファサイズ、パケット損失許容レ
ート、遅れバジェット、ピークデータレートのうちの少なくとも１つを含み、前記所定の
データレートは、ピークデータレート、平均データレート、最小保証データレートのうち
の少なくとも1つを含む［１５］記載の無線通信装置。
　　［１７］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有の反復周波数の組
を含む［１５］記載の無線通信装置。
　　［１８］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、CQI報告のためのサブバンド特有
の反復ファクタの組を含む［１５］記載の無線通信装置。
　　［１９］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータの組は、サブバンド特有のターゲットCQI
報告品質レベルの組を含む［１５］記載の無線通信装置。
　　［２０］
　前記プロセッサは、さらに前記CQI報告指令を最適化するように構成されている［１５
］記載の無線通信装置。
　　［２１］
　前記CQI報告指令を最適化するために、前記プロセッサは、さらに前記メモリに格納さ
れたCQI報告ポリシを利用するように構成されている［１５］記載の無線通信装置。
　　［２２］
　前記サブバンド特有の動的な報告パラメータは、CQI報告のためのチャネル状態、セク
タートラフィック要求、セクター負荷及びビット誤り率の少なくとも1つの変化があると
変化する［１５］記載の無線通信装置。
　　［２３］
　コンピュータ読み取り可能な媒体を有するコンピュータプログラム製品において、
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　少なくとも１つのコンピュータに、パフォーマンスメトリクスの組を評価させるコード
と、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記評価されたパフォーマンスメトリクスの組
の少なくとも一部に基づいて、CQI報告指令を生成させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記CQI報告指令を送信させるコードと
を具備するコンピュータ読み取り可能な媒体。
　　［２４］
　前記少なくとも１つのコンピュータに、ユニキャストメッセージ、マルチキャストメッ
セージ、ブロードキャストメッセージの少なくとも1つを送信させるコードをさらに含む
［２３］記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
　　［２５］
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記CQI報告指令を最適化させるコードをさら
に含む［２３］記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
　　［２６］
　前記少なくとも１つのコンピュータに、最適化されたCQI報告指令を交渉させるコード
をさらに含む［２３］記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
　　［２７］
　通信パフォーマンスメトリクスの組を評価(assess)する手段と、
　前記評価された通信パフォーマンスメトリクスの組の少なくとも一部に基づいて、CQI
報告指令を生成する手段と、
　前記CQI報告指令を最適化する手段と、
　前記CQI報告指令を送信する手段と
を具備する無線通信システムにおいて動作する装置。
　　［２８］
　前記CQI報告指令を送信する手段は、ユニキャストメッセージ、マルチキャストメッセ
ージ、ブロードキャストメッセージの少なくとも1つで通信をする手段を含む［２７］記
載の装置。
　　［２９］
　CQI報告ポリシを受信し、
　前記受信したCQI報告ポリシに従って、CQI報告を生成し、
　前記生成されたCQI報告を伝送する無線通信システムにおけるCQI報告のための方法。
　　［３０］
　前記生成された報告の伝送は、制御チャネルにおけるT-ビットを送信することを含む［
２９］記載の方法。
　　［３１］
　無線通信パフォーマンスを解析し、
　前記無線通信パフォーマンスの少なくとも一部を基にCQI報告ポリシを最適化し、
　前記最適化されたCQI報告ポリシを交渉する［２９］記載の方法。
　　［３２］
　ＣＱＩ報告指令を受信し、前記受信したＣＱＩ報告指令に従ったＣＱＩ報告を生成し、
前記生成された報告を伝達するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリと
を具備する無線通信装置。
　　［３３］
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有の報告周波数の組を含む［３２］記載
の無線通信装置。
　　［３４］
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、CQI報告のためのサブバンド特有の反復ファクタの組
を含む［３２］記載の無線通信装置。
　　［３５］
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　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有のCQI報告ターゲット品質レベルの組
を含む［３２］記載の無線通信装置。
　　［３６］
　前記生成された報告を伝えるために、前記少なくとも１つのプロセッサが制御チャネル
におけるT-ビットを送信するように構成されている［３２］記載の無線通信装置。
　　［３７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、さらに無線通信パフォーマンスを評価し、前記無
線通信パフォーマンスの少なくとも一部に基づいてCQI報告指令を最適化し、前記最適化
されたCQI報告ポリシを交渉するように構成された［３２］記載の無線通信装置。
　　［３８］
　コンピュータ読み取り可能な媒体を有するコンピュータプログラム製品において、
　前記媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータにCQI報告ポリシを受信させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記受信したCQI報告ポリシに従って、CQI報告を
生成させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記CQI報告を送信させるコードと
を具備するコンピュータプログラム製品。
　　［３９］
　前記受信された報告ポリシは、サブバンド特有の報告周波数の組、CQI報告のためのサ
ブバンド特有の反復ファクタの組、CQI品質レベルの少なくとも１つを含む［３８］記載
のコンピュータプログラム製品。
　　［４０］
　前記少なくとも１つのコンピュータに無線通信パフォーマンスを解析させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記解析された通信パフォーマンスの少なくとも
一部に基づいて前記CQI報告ポリシを最適化させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに前記最適化されたCQI報告ポリシを交渉させるコ
ードとをさらに含む［３８］記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４１］
　前記解析された無線通信パフォーマンスは、バッファサイズ、パケット損失許容レート
、遅れバジェット、所定のデータレート、セクタスループットのうちの少なくとも一部を
含み、前記所定のデータレートは、ピークデータレート、平均データレート、最小保証デ
ータレートのうちの少なくとも1つを含む［４０］記載のコンピュータプログラム製品。
　　［４２］
　ＣＱＩ報告指令を受信する手段と、
　前記受信したＣＱＩ報告指令に従ったＣＱＩ報告を生成する手段と、
　前記生成されたＣＱＩ報告を送信する手段と
を具備する無線通信システムにおいて動作する装置。
　　［４３］
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有の報告周波数の組を含む［４２］記載
の装置。
　　［４４］
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、ＣＱＩ報告のサブバンド特有の反復ファクタの組を含
む［４２］記載の装置。
　　［４５］
　前記受信したＣＱＩ報告指令は、サブバンド特有のターゲットＣＱＩ報告品質レベルを
含む［４２］記載の装置。
　　［４６］
　パフォーマンスメトリクスの組を解析する手段と、
　前記パフォーマンスメトリクスの組の少なくとも一部に基づいて、ＣＱＩ報告指令を最
適化する手段と、
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　前記最適化されたＣＱＩ報告指令を交渉する手段と
を具備する［４２］記載の装置。
　　［４７］
　前記パフォーマンスメトリクスの組は、バッファサイズ、パケット損失許容レート、遅
れバジェット、ピークデータレートのうちの少なくとも１つを含み、所定のデータレート
はピークデータレート、平均データレート、最小保証データレートのうちの少なくとも1
つを含む［４６］記載の装置。

【図１】 【図２】
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